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条件(1)より 41)1(  baf  ab  3  

)()( 2 baxxxxf  であるから、条件(2)より、 0≧x のとき 0)( ≧xf が成立するためには、 

0≧x のとき 0322 ≧aaxxbaxx  であればよい。 
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①、②より 36 ≦≦a  条件(1)、(2)を満たすとき、 ab  3 かつ 36 ≦≦a である。 
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)( dxxf は、 aに関する 1次式で表せるから、 
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)( dxxf の値を最大にする ba, は 9,6  ba 、最小にする ba, は 0,3  ba  ……(答) 
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